
農
協
の
役
員
室
。
温
度
良
好
、
ポ
カ

ポ
カ
。
い
つ
も
の
常
連
、
放
送
局
、
オ

ン
ベ
、
廻か

い

覧ら
ん

板
な
ど
が
居
る
。

放
送
局
「
こ
の
あ
い
だ
、
青
森
へ
行
っ

た
つ
い
で
に
図
書
館
へ
寄
っ
て
、
或
る

本
を
見
た
ら
、
市
町
村
の
農
業
生
産
額

の
順
位
が
載
っ
て
い
た
よ
。
オ
ラ
ホ
の

相
馬
村
が
、
な
ん
と
第
三
位
に

│
。

平
成
十
年
現
在
。

10アール当たり 農業生産
１位 南部町 17.8万円

２ 三戸町 14.9
３ 相馬村 14.7
４ 大鰐町 13.4
５ 名川町 13.1
６ 弘前市 12.9
７ 百石町 12.7
８ 岩木町 12.2
９ 平賀町 11.6
10 福地村 11.6

一
般
畑は

た

作
物
の
順
位
が
東
北
町
、
木

造
町
、
十
和
田
市
、
三
沢
市
、
六
戸
町
、

五
戸
町
、
下
田
町
、
八
戸
市
、
百
石
町
、

天
間
林
村
の
順
。

オ
ン
ベ
「
こ
の
年
、
本
県
の
農
業
生
産

所
得
が
東
北
一
位
、
西
郡
柏
村
の
米
の

反
収
が
六
五
七
キ
ロ
で
、
全
国
一
位
、

五
回
目
だ
と

│
。」

放
送
局
「
オ
ラ
方
で
、
も
っ
と
宣
伝
に

力
を
入
れ
る
べ
き
で
す
よ
。
わ
か
り
易

い
モ
ン
ク
で
…
」

廻
覧
板
「
た
と
え
ば
？
」

オ
ン
ベ
「
景
色
は
十
和
田
湖
、
マ
グ
ロ

は
大
間
、
シ
ジ
ミ
貝
は
十
三
湖
、
ナ
ン

バ
は
清
水
森
、
キ
ミ
は
嶽
、
り
ん
ご
は

相
馬
の
飛
馬
な
ど
と
」

油
売
り
「
そ
の
と
き
は
清
水
森
や
嶽
な

ど
か
ら
も
カ
ネ
を
出
さ
せ
る
べ
き
で
す
な
」

オ
ン
ベ
「
い
や
、
よ
そ
の
知
名
度
を
利

用
す
る
も
ん
だ
よ
」

放
送
局
「
と
こ
ろ
で
、
菅
首
相
…
風
彩

が
上
が
ら
な
い
な

ー
」

オ
ン
ベ
「
苦
労
人
、
努
力
家
で
は
あ
る

が
、
大
器
で
は
な
い
な

ー
。
田
中
角

栄
と
育
ち

4

4

が
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
器

量
が
違
う
よ
。
ス
ガ
様
は
豊
臣
秀
吉
に

少
し
似
て
い
る
な

ー　
徳
川
家
康
と

違
う
よ
。」

放
送
局
「
ス
ガ
。
学
者
達
を
嫌
っ
て
、

ア
レ
は
高
く
つ
く
よ
…
」

油
売
り
「
ガ
ラ
の
悪
い
ア
メ
リ
カ
の
ト

ラ
ン
プ
も
負
け
た
か
」
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農
協
役
員
室
で
│
ネ
ズ
ミ
盗
聴
記

元
県
農
協
学
園
長

秋
田
義
信
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